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富士川上流中富地域の静川層群の古地理

狩野謙一＊・鈴木勇也＊＊・北里　洋＊＊＊

PaleogeographyoftheShizukawaGroupinthe

NakatomiAreaintheUpperreachesofFujiRiver，

SouthFossaMagnaRegion，CentralJapan．

Ken－ichiKANO＊，IsayaSUzUKI＊＊and Hiroshi KITAZATO＊＊＊

This paper gives some newinformations on the paleogeography and structure ofthe

ShizukawaGroupintheNakatomiareaintheupperreachesofFujiRiver，SouthFossa

Magnaregion，CentralJapan．

Rpnfhnnir fnT・只minifprく　nPWIv rlkr・nVPrPd　只nrl qprlimpnt只rV　月日ミnPrtq nf thp q11i711knW只
－‾‾－‾－‾〉‾‾‾Y　　‾‾′‾　一、一‾‾‾‾‾‾‾〉－　‾ノ　‾●－■’’－J　　、▲‾）、′〉’〉▲　〉1■‾　、■｛‾‾、■‾　　）〉1‾‾‾‾▲‾〉‾‾‾‾、▲　ノ　　‾、）r〉〉－）　、ノ▲　　‾▲▲）　　〉▲‘L一日J、‘－▲‾－●’’　“

GroupclearlysuggestthattheGrouphasanupwardshallowingsequenceandwasaccumu－

1atedinasubmarinetroughunderamiddletoupperbathyalcondition．Theyalsosuggest

that the famous and controversial ttunconformity”within the Group，the Teuchizawa

unconformity，is an unconformity along a trough－Wallin upper bathyal waters．The

trough－Wall was probably produced by submarine erosion associated with a tectonic

movement，

TheShizukawaGroupwasthoughttobemostlyofPlioceneage，inspiteoflackofindex

fossilsfromtheAkebonoConglomerateintheupperpartoftheGroup．Wediscovered

planktonicforaminifersindicatingthemiddletolatestageofBlowbzoneN．21fromthe

upperpartoftheAkebonoConglomerate．ThereforetheShizukawaGrouprangesinage

uptomiddletolateLatePliocene，andpossiblyevenearlyPleistocene．Thisindicatesthat

theN－StrendingstructuresoftheShizukawaGroupcomprisingtheAkebonosynclineand

theAkebonothrustwhichcutthesynclinehavebeenproducedduringQuaternary time．

1．は　じ　め　に

富士川上流とその支流の早川に囲まれた山梨県西

部中富地域には，南部フォッサマグナの生成発達史

を解く上で重要な新第三系が広く分布している（図

1）．今回，この中富地域の新第三系，特に静川層群

について，野外地質調査および有孔虫化石による年

代と堆積環境の検討を行った．その結果，この地域

の静川層群の最上部層（曙礫岩層）の年代は後期鮮新

世であること，静川層群の大部分は水深数100m以

深のトラフを充填した堆積物であり，従来から議論

のなされてきた「手打沢の不整合」（大塚，1952）は，

トラフ谷壁で生じた不整合の可能性が高いこと，な

どの新知見が得られた．本論ではこれらの結果に若

干の議論をつけ加えて調査結果を報告する．

なお，本報告において狩野は主要なルートの調査

1985年3月25日受理

’静岡大学教育学部地学教室InstituteofGeosciences，SchoolofEducation，ShizuokaUniversity，Shizuoka422，Japan．

■＊　湖西市立湖西中学校　KosaiJunior HighSchool，Kosai，431－04．

＋’＊静岡大学理学部地球科学教室InstituteofGeosciences，SchoolofScience，ShizuokaUniversity，Shizuoka422，Japan．

135



136

巨山地狩野謙一・鈴木勇也・北里　洋

＼■

図1　南部フォッサマグナ，富士川流域とその周辺の地

質概略図．新第二系中には質入岩類も含む．

と全体のまとめを行い，鈴木は狩野の指導により全

域の調査と有孔虫化石の抽出を行った．北里は有孔

虫化石を同定し，年代と堆積深度の推定を行った．
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いただいた．これらの方々に深く感謝する．

2．地　質　概　説

富士川流域には南部フォッサマグナを構成する新

第三系が広く分布している（図1）．これらの新第三

系は古くから調査がなされてきたが，特に北部の中

富地域周辺はその中でも最も研究が進んでいる所で

ある．その主なものとして，大塚（1938，1952，

1955），松田・水野（1955），秋山（1957），松田（1958，

1961），富士川団体研究グループ（1976），UJIIE　＆

MURAKI（1976），西宮・植田（1976），小山（1984），田

村ほか（1984）などがあげられる．これらによるこの

地層の層序については，研究者間で大局的にはほぼ

一致しているものの，地層の細区分の仕方と地層名

がそれぞれ異なっている．今回主として扱った静川

層群の層序区分は，細部を除いて秋山（1957）とほぼ

一致した．そこで，本報告では秋山（1957）の用いた

地層名をほぼそのまま使用することにする．なお，

静川層群とそれに相当するとされた富士川流域及び

その周辺の地層群を←一括して富士川層群（松田，

1961）と呼び，それより下位の地層を西八代層群と呼

ぶことが多い．しかし，富士川層群に属するとされ

た南部の静岡層群などの地層は上部中新統であり

（茨木，1981），中～上部中新統（千地・相田，1978）

の西八代層群とほぼ同日寺代の地層であることから，

本報告では静川層群の名称を用いる．他の研究者の

地層名・層序との対応は金子ほか（1983），田村ほか

（1985）を参照されたい．また今回の結果では，後述

する鍵テフラ層を利用することによって曙向斜の軸

の位置がより明確になったこと，などの2～3の細

かい点を除けば，地質図（図2）は従来の研究で示さ

れたものとほとんどかわりなく，大局的な地質構造

の解釈についても従来とほぼ同様である．

本地域には東から西にかけて，西八代層群，静川

層群，櫛形山層群が分布している（図2）．西八代層

群は火山岩・火山砕屑岩を主とする中～上部中新統

で，富士川東岸に広く分布し，西岸にはその上部が

露出する．本層群には西に緩くプランジしたほぼ東

北東一西南西方向の軸をもつ波長数kmの開いた摺

曲が発達している．この方向の摺曲構造はより上位

の静川層群の最下部まで認められる．しかしながら，

静川層群の大部分には南北方向の構造が卓越し，東

西方向の構造は発達しない．地域内ではほぼ中央部

に南北の走向で北に急角度にプランジした軸をもつ

半波長数kmの閉じた向斜（曙向斜）が存在し，それ

により静川層群の大部分は北に開いた馬蹄形状の分

布をしている．曙向斜を構成する地層は急傾斜し，一

部は逆転している．そのために向斜東翼部の地質図

（図2）はほぼそのまま南北方向の層序断面図を表現

しているといってもよい．ただし向斜軸部付近では，

向斜の形成に伴って地層は構造的に肥厚化している
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可能性も大きい．地域南部では向斜の西軍部の，北

部では東翼部をも含めて，北北東一南南西の走向で

西に600前後傾斜する曙逆断層（曙衝上または富士見

山断層ともよばれる）により，静川層群はその西側

に分布する櫛形山層群と接している．櫛形山層群は

主として火山岩・火山砕層岩よりなる下部（？）中新

続である．

曙逆断層より東側の静川層群分布地域は西部で

650m前後の標高をもち，大局的には東側に向かっ

て緩やかに傾斜する面を構成し，東部の富士川付近

では200～250m程度の標高となる．この面は現在

ではかなり解析が進んでいるが，かつての浸食平担

面（平須面）の名残りである．平須付近ほか数ヶ所に

はこの面を構成する崖錐状堆積物の平須層が静川層

群を不整合に覆っている．これに対して断層の西側
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断層から1．5km前後に富士見山（1639m）を最高峰

とする標高1000m以上の尾根が断層とほぼ平行に

連なり赤石山地の束緑部をなす巨摩山地の一角を構

成している．この断層西側の急斜面は富士見山断層

崖と呼ばれている．

3．層　　　序

以下では前章で紹介した従来の報告と筆者らの観

察を加えて各層の特徴を簡単に紹介する．ただし，

櫛形山層群と平須層については省略する．

西八代層群

本調査地域内に分布する西八代層群は，ほぼ手打

沢川を境としてその南北で岩相を異にする．手打沢

川より北では玄武岩，安山岩質の火山角礫岩，凝灰

角礫岩，凝灰岩および溶岩を主とする月見橋安山岩

層が分布する．一方，南には石英安山岩質軽石凝灰

岩，凝灰質粗粒砂岩を主とする同層群最上部の屏風

岩凝灰岩層が分布する．

静Jll層群

調査地域の静川層群は下位の身延累層鰍原泥岩層，

中位の原累層，上位の曙累層に区分できる．原累層

は地域南部では下位から上位に三ツ石凝灰角礫岩層，

早川橋泥岩層，烏森山凝灰角礫岩層に区分できるが，

北部ではこれに相当する地層として手打沢礫岩層と

された地層が分布する（秋山，1957）．ただし第6章
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でのべるように，本論ではこの手打沢礫岩層を曙礫岩

層の最下部として扱うが，層位的には現状では秋山

（1957）のように扱ってもさしつかえない．曙累層は

下位から上位に遅沢砂岩層，川平泥岩層，曙礫岩層

に区分できる．

鰍原泥岩層：西八代層群の屏風岩凝灰岩層を整

合におおう．青灰色の塊状泥岩を主とする地層で，

手打沢川付近ではこぶし大以下のノジュールや，炭

質物の細片を含み，不明瞭な葉理も見られる．層厚

は南部の八日市場付近で最も厚く約600m，北に向

かうにつれて薄くなり，夜子沢川で約150m，手打

沢川では再び厚くなり500m以上．

三ッ石凝灰角礫岩層：　下位の鰍原泥岩層を整合

におおう．主として安山岩質凝灰角礫岩よりなる．

場所によっては角礫を含まず凝灰質砂岩になる．凝
rT‾∠ヱ＿丁勘止Lu　　　ヽヒ■～「TT F討手丁▲．L LL11　J l、．＿．lFFl　上し、■－　t－J lド＿・デ、＿　－タ　　　　丁批
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径は10cm程度のものが最も多く，最大30cm程度で

ある．層厚は三ッ石付近で約260m，北に向かって

薄くなり，寺沢川の南で消失する．早川より南の曙

向斜の軸部および西軍部ではかなり厚くなるものと

思われる．

早川橋泥岩層：下位の三ッ石凝灰角礫岩層を整

合におおう．灰色の凝灰質シルト岩を主とする．層

厚は三ッ石付近で最も厚く160m，北に向かって薄

くなり，寺沢川付近で消失する．同じく曙向斜西翼

でも消失している．

烏森山凝灰角礫岩層：　下位の早川橋泥岩層を整

合におおう．主として安山岩質の凝灰角礫岩よりな

る．礫径は数cmのものから30cm程度のまで様々であ

る．早川沿いの県道では，下位ほど火山岩質角礫に

富み，上位に向かって角礫が少なくなり凝灰岩的に

なる．夜子沢川では，上位に向かうにつれ厚さ

30～50cmの凝灰質砂岩，泥岩をはさむようになる．

また，保存の悪い貝化石を含む部分もある．層厚は

夜子沢川付近で200m，南に向かって厚くなり，

三ッ石付近で300m程度である．北に向かって次第

に薄くなり，寺沢川の北で消失する．

遅沢砂岩層：下位の烏森山凝灰角礫岩層を整合

におおう．主として黒色の小礫（礫径は1cm前後）を

もつ礫質砂岩よりなる．下部は凝灰質砂岩と黒色泥

岩が20～40cmで互層し，上位にむけ次第に砂岩がち

となる．夜子沢川では径5～10cmの礫を含む礫岩層
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図2　富士川上流中富地域地質軋A～Cは図3の位置を示す．fl～f5は曙逆断層の露頭位置．
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のはさみも見られる．本層は貝化石を多産する．こ

の貝化石については大塚（1955），秋山（1957），西宮・

植田（1976）などが報告している．曙向斜軸部付近で

最も厚く200m，夜子沢川で120m，さらに北に向

かって薄くなり，手打沢川付近で消失する．曙向斜

西翼では35mほどである．

川平泥岩層：　下位の遅沢砂岩層を整合におおう．

主として黒色の泥岩よりなる．夜子沢川では保存の

悪い員化石を含む．下部では厚さ20～40cmの粗粒砂

岩層，紙礫礫岩層をよくはさみ，その中には貝化石

が密集する部分がある．後山付近では本部層上部と

曙礫岩層の最下部とは指交関係で漸移する．層厚は

夜子沢川で200m，後山付近で700m，北に向かっ

て薄くなり，手打沢川付近で消失する．また，曙向

斜西翼でも薄くなり，30mほどである．

噂囁看層：　「使〟J川半泥若僧とは所感のように

指交関係である．手打沢川河床のK2地点（図3B）

では静川層群最下位の鰍原泥岩層と本層が，その間

の地層を欠いて“不整合”で接している（いわゆる「手

打沢の不整合」，後述）．また，手打沢川以北では松

田（1958）の報告にあるように，西八代層群に曙礫岩

層がアバットしていると考えられる．本層は主とし

て礫岩よりなる．礫径はほとんど50cm以下で，数cm

～10数cm程度のものが多い．礫種は，粘板岩が最も

多く，ついで花崗岩，緑色凝灰岩，砂岩，安山岩，

玄武岩，閃緑岩などである．円磨度，分級度ともに

高い．本層は全体的に凝灰質砂岩をはさみ，まれに

厚さ数m以下の泥岩もはさむ．寺沢川の本層下限か

ら約1000m上位には厚さ40mほどの凝灰質泥岩

があり，寺沢川から上大塩の北東まで追跡できる．

また，手打沢川の本層下限より約1500m上位には，

基質が白色凝灰質砂よりなり，その中に厚さ10～

30cmの白色凝灰岩ないしは凝灰質砂岩をはさむ礫

岩が存在する．この層は平伯の西から上大塩の北ま

で追跡でき，鍵テフラ層として利用できる．本層全体

に炭質物を頻繁に含む．層厚は寺沢川周辺で2（氾Om

以上，北に向かって西八代層群にアバッ・トしながら

次第に薄くなる．

4．浮遊性有孔虫による地質時代の検討

大塚（1955）は静川砂岩層（遅沢砂岩層にほぼ相当）
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から産出する化石種から，この層を掛川層群下部に

対比し鮮新統とみなした．秋山（1957）は大塚（1955）

の報告した貝化石を再検討し，遅沢砂岩層を上部中

新統と考えた．．松田（1958）も，静川層群を中～上部

中新統（一部鮮新統？）としている．近年になりこの

地域周辺の静川層群は，浮遊性有孔虫による時代の

再検討がなされてきた．西宮・植田（1976）は，調査

地域内の静川層群の時代を中～後期中新世～前期鮮

新世（BLOWのZoneN．14～N．18）と考えている．

一方，UJIIE＆MURAKI（1976）は，夜子沢から早川

の間の地域で詳細な浮遊性有孔虫生層序を解析した．

それによるとN．18とN．19の境界が彼らの原泥岩

層（鰍原泥岩層にほぼ相当）中部に，N．19とN．21の

境界が川平泥岩層上部にあるとしている．また，千

地・紺田（1978）は西八代層群をN．12～N．17とし，

調査地域のより南方の波高島一身延地域に分布する

静川層群をN．18～N．19としている．しかしなが

ら，静川層群最上部の曙礫岩層中からは時代決定′に

有効な化石は報告されていなかった．

今回，静川層群の地質時代を検討するために硫酸

ナトリウム法により泥岩中より浮遊性有孔虫化石の

抽出を試みた．その結果，地質時代の決定に有効な

浮遊性有孔虫化石は，鰍原泥岩層と曙礫岩層より産

出した（図3，表1）．遅沢砂岩層については，浮遊

性有孔虫化石は産出するが，時代決定に有効な種は

みられず，川平泥岩層については，産出個体数が極

めて少なく，時代決定に利用できなかった．

鰍原泥岩層中では寺沢川河床のKl地点とK2地

点（「手打沢の不整合」露頭）の2ヶ所から浮遊性有孔

虫化石が得られた．これらはGわ∂などわ乃α乃¢g乃紘βも

Gわあ0和地JぬαCOSぬg乃壷等，11種で，N．16～N．19，

すなわち中新世後期～鮮新世前期の時代を示す．

UJIIE＆MURAKI（1976）によると，この2地点より

南方の後山付近での本層の時代はN．18～N．19と

されており，今回の結果と矛盾しない．

曙礫岩層からは6地点で浮遊性有孔虫を産出した．

このうち本層の最下部にあたるAl地点からは，N．

19から出現する身血椚扇彪僻地日動紘仰邪を産出

した．Al地点付近は川平泥岩層と曙礫岩層とが指

交関係で漸移している．UJIIE＆MURAKI（1976）は

これよりやや北方の川平泥岩層上部からN．21から

出現するGわ∂0和地JあわSdg乃Sねの産出を報告して
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図3　有孔虫産出地点．Aは1万分の1中富町全図（中富町発行），BおよびC

（縮尺は同じ）は2．5万分の1地形図「切石」（国土地理院発行）を使用．A中

の太い実線は曙逆断層，BおよびC中の点線は地層境界．K2地点は図4も

見よ．

表1　産出した浮遊性有孔虫のリスト．産出地点は図3，4参照．

K I　 K 2A　　 K 2 B　　 K 2E 0 1 A I　 A 2　　 A 3　　 A 4　　 A 5　　 A 6

C 混 鹿 瀬 W 撤少 雨 払 T o I）D ○

〇

〇

〇

○G ．占〟／わグdg∫D ’O R B IG N Y ○

C．sp p． 0　　　　　　　　 0 ○　　　　　　　　　　　 ○

G lo bなerm oid es lrilob us （R U ES S） 〇　　 〇

〇

○

C．0捕 岬捕 B oL L I ○

G．γ〝おr D ’O liB IG N Y）

C ．sp p．

〇

〇 〇 〇 〇

C わあ0γ0ぬ／お 肌、OS由g乃∫gJ B L O W r ○

C ．椚gW 托わ0 （D ’O R B IG N Y） ○

○

C ．C〟JJm 由 （D ’O R B IG N Y ） ○

C ．わ穐舶 （D ’0 ⅠくBIG N Y）

C ．sp p．

　 〇

〇 〇 〇 〇 0

0 0 0 0

0 0 0 0

5わんgβrO gd f乃eJわ食わ 5g椚i研〟／わ∽ （S cH W A（jE R J

秘血附加扉鋸此日払払㍑払 （P A IくKEⅨ ＆ JA ln 1 S）

0 γ〟／乃α ∫〟〟血rね B l加）NN IM A N

○

○

0 ．∽扉棋Ⅵ把 D’0 0 B IG N Y

O sp

G Lo bo q〟dd rin a d eh iscen s （C H A P M A N ，P A H K E Jl ＆ C o L L IN SJ

八も呼わ 叫〟αdカ〃α 血 k r rg g （D ’O R b l（jN り

○

N asa n u i （M A IY A ，S A IT O ＆ S A′lT）） 0　　　 0　　　 0
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表2　腫出した底隼イ召し虫のリスト．産出地点は図3，4参照．

r：rare，C：common，a：abundant．

K I　 K 2A　　 K 2 B　　 K 2C　　 K 2E 0 1 K w l A I　 A 2　　 A 4　　 A 5　　 A 6

几肌可…読k sp．

C 励●（滋払 Jり血J〟／狛 （W A KE Iく＆ JAC Oh） r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 r

r

r

a

r

r

r

r

r

　 C

C r

r

C か細山明野加伽 （C LJSllM A叫

C sp．

g 妙JJJ。～〟研 ぐγか♪〟桝 （L IN NEj

Jん〃ヱ〟！据わ 〃拗 rJか川 A sA N O

r

r r c r

d JJけJJr用Jk k ／Jt〃∠／川∫ムH s川ZA Kり

A 明娘山里伽＝…心血 （B A′1、scH J

A sp．

JM ピ／り／Jh J♪／〟相川〃‘〟gJ V 川．（）SH lN O VA

a C a a

r

　 C

r

M　 b（LrleunzLJ （W ILLlA M S（）NJ r　　　　　 c　　　　　 r C

r

r

O r∫d Jn〟仏 J〃／止り／J／J／拭（R lTESSJ a

日東りイ／Jr／♪れノ∂侶（ィ。〔ノ〟S L、l川’AG EH

r∴正直什佑附加 A sNO

r　　　 c　 C　　r　 c　 r

ルルげ／／′M 仙’ぐ／ルイ　〃〝川仙人 Il）’O lくⅢ（；＼り C

C　 r

（小川／〟J’〝〟りJ有川〟〝ム l）’0 棉 lU NY r　　　　　　　　　　　　　　　　　　 C

（J．J〝／d Jm■J■Ⅰ）1 0 1く捌G N Y r

βアイル川／W J ／7日′／（〃／／丁目、O lくH l（iNl■ C

βsp．

J／〃〃バ／〝槻イんHtJが〟汀山tSCl川Å（；…）

ゝ　ん（イ山はん′′…’．ヾtls111ZAlヽり

J sp．

右ノ∫〟んJSp．

．V。〟（バ（げんJ／りJ曙JJ（・（／／／／l）、01くtil（；Nl’

ルれJg川〟／J’拙JSp．

（ノんノありわ〝／わけ〃（J rJ〟／イぐ〟／〟／〟（BAlLElr）

（J．sp．

r竹川〟hM H・J付／／gJT／。〔／HSu川′AGEH）

凸′仏ノ〃ん／わアイ砧ノノdノ∫Ⅰ）’Otくhlt；ヽ＼

しン（イ〟〃川JみさrJSp．

β（ノ仇，J’乃／J血げγピタイ／川JJ BkAl）＼■

βrJんJh tSE（jLTENZAJ

上川／～’（・〟／／〝J r〟／r〝／一tLINNE）

上．sp．

〃〟♪ん小山〝村JJM／’止ノJSp．

t匂わ〟Jf乃gγ由J〟dJか（・〟AsANO

〔JJJJJ。JJ／／〟でJJJ†わ（〃力Mh tULH（））

頓イ／〃qJJ（ィ。川／／〃rJ川包丁げ／Jl）－OR別Gm’

Q sp．

nT′g。SP．

いる．また，本層下限より厚さにして約1000m上位

（鍵テフラ層からは約500m下位）のA3地点，およ

び鍵テフラ層とほぼ同一層準もしくはやや上位と思

われるA4地点とA5地点からは，S．（ねんねcg鮎とと

もに，N．21の中期以降からN．21とN．22の境界

にかけて出現する〟狗抽血柳挽かぬ目視抑扉が産出

した．以上の結果とUJIIE＆MURAKI（1976）の結果

をあわせると，川平泥岩層上部および曙礫岩層の最

下部はN．19とN．21の境界付近の時代である．そ

して，曙礫岩層下部はN．21前期の，鍵テフラ層付

近までの同層上部はN．21中期以降の地層であり，

141

最上部はN．22に達している可能性もある．すなわ

ち，曙礫岩層の地質年代は後期鮮新世であることは

確実であり，最上部は更新世の前期に達する可能性

もある．

5．底生有孔虫による堆積深度の検討

今回産出した底生有孔虫は表2に示した．処理法

は浮遊性有孔虫と同様であり，一回の処理では産出

個体数が不充分な場合は数回繰り返して処理した．

深度の推定は日本周辺の現生底生有孔虫の生息深度
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を扱っているAsANO（1956－60），IsHIWADA

（1964），IKEYA（1971），MATOBA（1976），AosHIMA

（1978），KITAZATO（1979）にもとづいて行った．

鰍原泥岩層：本層からは2地点で底生有孔虫化

石21種を産出した．寺沢川のKl地点からは，Cわー

ん′仙／／川んM′／〟／イ川／′J／′／、UJ心J・／JJ′／／りりん小。ん／川写、

12種を産出した．これらの有孔虫化石が示す堆積深

度はおおよそ2000～2500mである．K2地点（「手打

沢の不整合」露頭）では，不整合面直下の4ヶ所（図

4のA，B，C，E）から，Melonis barkanus，Stilosto一

別gJ由壇）娩由等，17種を産出する．これらの底生

有孔虫が示す堆積深度は1000～2000mである．以

上より，鰍原泥岩層の堆積深度は1000m以深で，大

陸斜面中～上部に相当する環境であったと考えられ

る．
ヽl岩l　ヽll1TJ．　山　l＝ココ　　■　　　　　　．：　・．‾‾ア　ヽ「111l　／T、　　′‾ヽ1　l■l▲　　L＿　＿＿＿　＿　．　」′一丁二　一′、　＿・

珪沢砂右層・　仮‾こ「択川（リU⊥ア巴ノ【弐▼ぐ14樫Cリ底

生有孔虫化石を産出した．それらは，E砂揖dあ椚

Cγ毎）〟桝，CZ紘才あsp．等，0～30mの岩礁地，肋犯一

之α抑α由乃妙βのわα等，100m前後の陸棚上，ルねわ乃ね

∨）／′′Jト…ん／へ．1んJ・／／仙南荘／いり＝〃JJ川八．い。ん〃J川J／〃〟

Sp．等，1000m前後の大陸斜面上部と，異なる環境

を示す有孔虫化石が混在している．このことから遅

沢砂岩層の堆積深度は一番深いものをとって1000

m前後であったと考えられる．

川平泥岩層：夜子沢川のKwl地点で，A研一

∽0乃由如才お花Zわ乃壷，qCお粥椚Z乃αSp．等，7種を産

出した．この群集も混在群集で，遅沢砂岩層とほぼ

同様な1000m前後の堆積深度を考えることができ

る．

喝礫岩層：曙礫岩層中からは5地点で底生有孔

虫化石が産出した．そのうち堆積深度を推定できた

のは4地点であった．本部層最下部にあたるAl地

点からは，劫酬研ぬ1如南扇服ぬ」眺血加商助

CO椚椚〝乃怨等，7種を産出した．これらの有孔虫化石

が示す堆積深度は数100mの大陸斜面上部を示し

ている．またA4地点の本部層上部からは，A研一

川りJJん／人目ん・JJ二八小人．Jか／高J／JJ′HJ川八・／J／′／、．サ／仙ルー

寝首乃α∂〟JJわめS等，6種を産出した．これらが示す

堆積深度は200～600m，しいて限定すれば500

～600m前後である．A4地点より地層の厚さにして

約10m上位のA5地点からは，A刑朋肌扇αJわ蕗弼一

之わ乃壷等，6種を産出した．さらにそこから40m上

位のA6地点ではA椚椚β〝由　良gfわ乃Zわ乃油とCわー

∂0∂〝Jf桝わZαSp，を産出し，大陸棚縁辺部付近の環境

であったと推定できる．すなわちA4～A6地点付近

では，厚さ約50mの範囲で底生有孔虫が示す堆積

深度がおおよそ300～400mも変化するということ

になり，大規模な海退か，急激な隆起があったこと

を示唆している．

6．「手打沢の不整合」の再検討

研究史

「手打沢の不整合」とは，手打沢川河床（K2地点）

において，静川層群最下部の鰍原泥岩層と同層群上

部の曙礫岩層とが斜交して接し，その露頭を斜交不

整合として認定したものである（大塚，1952）．この

大塚の指摘以来，この露頭とその周辺の地層の層序

関係について，露頭スケッチやルートマップを掲載

したいくつかの報告と議論がなされてきた．

まず大塚（1952，1955）は，この「手打沢の不整合」

を根拠にして大規模な造山運動（大井川摺曲運動）を

提唱した．秋山（1957）は，「露頭の一部で軽微な斜交

関係はあるとしても，本質的には整合である」とし，

不整合を否定した．松田（1958）は，「この不整合面の

少なくとも北部は陸上の侵食面であったと思われる．

夜子沢以南では不整合は次第に不明瞭となり，常葉

背斜以南では曙累層と下位層とは整合漸移である」，

と述べ不整合は認めたが，大規模な造山運動との関

係は否定した．しかしながら松田（1984）は，この露

頭は南部フォッサマグナのテクトニクスを解く上で

重要な鍵の一つであることを強調している．富士川

団体研究グループ（1976）は，「野外での不整合の直接

的な証拠は得られなかったが，上述の巨角礫は，北

方の西島付近に存在したであろう不整合によっても

たらされた」，とした．また，氏家（1976），UJIIE＆

MURAKI（1976）は有孔虫化石の検討から，夜子沢

川一早川間では不整合があったとしたら期待できる

海進・海退現象が存在せず，地層は整合漸移関係に

あるとした．田村ほか（1984）は，彼らの原泥岩と烏

森山火山砕屑岩の間，および遅沢砂岩部層と曙礫岩

との間が不整合であるとしたが，この露頭に関して

は何も言及していない．このように，「手打沢の不整

合」の露頭の評価は研究者によりかなり異なってい
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四鍋原泥岩層　園角桝岩　国凝灰賞砂岩　A－E有孔虫化石産出位置　一一へ相合面

／　破断面　／′　地層の走向・傾斜　　ノー破断面の走向・傾斜

図4「手打沢の不整合」の露頭（K2地点尺ケッチ．図右端は砂防堰堤，図左方に鰍原泥岩層の

露出が続く．地層および破断面の′鉦Jは紙面を水半面，上方を真北として表示．

る．ただし田村ほか（1984）を除けば，秋山（1957）以

降においては，夜子沢川以南で地層の不整合関係が

不明瞭であるという点で見解はほぼ一致している．

今回の調査においても，それ以酢の報告とほぼ同様

に「手打沢の不整合」の露頭周辺とその北側以外で

は明瞭な不整合関係は認定できなかった．

露頭の記載

1982年夏の台風に伴う豪雨により，この「手打沢

の不整合」の露頭は洗掘されて観察するのに非常に

よい状態となった．この際の露頭スケッチを図4に

示す．スケッチは，およその走向がN400Wで，急傾

斜する北東向きの露頭面とほぼ直交する方向から描

いた．図4のように露頭面と「不整合面」の走向は

ほぼ平行している．露頭下部および河床には下位の

鰍原泥岩層の泥岩が，露頭中～上部には上位の曙礫

岩層最下部（秋山（1957）では手打沢礫岩層）が露出し，

一部に末露出部分はあるが約45mにわたって鰍原

泥岩層と曙礫岩層との接触関係が認められる．

下位の鰍原泥岩層はN400～600W・900Wの走向・

傾斜を示し，上位の曙礫岩層は南北～NlOOW・900W

の走向・傾斜を示す．したがって，露頭の北部ほど

より上位の曙礫岩層が露出することになる．露出す

る曙礫岩層の厚さは約15mである．この露頭全体

では曙礫岩層が約300以上の角度で鰍原泥岩層に対

してアバットしている．両者の境界面は大局的に見

てN350W・900の走向・傾斜を示す．この境界面は凹

凸に富み，一部は種々の方向の小断層によって細か

く断たれている．境界面には風化残留物は認められ

ない．また，この面の両側の地層の岩質は異なって

はいるが，両側の地層に大きな変形差は認められな

い．

上位の礫岩層は安山岩～玄武岩質火山岩，凝灰岩

および泥岩の亜角礫～角礫よりなり淘汰は悪い．火

山岩礫の大部分は北東方に分布する西八代層群の月

見橋安山岩層起源であり，泥岩角礫の大部分は下位

の鰍原泥岩層起源と思われる．礫径は10～20cm

で，50cmの泥岩の巨礫も見られる．露頭北西部の礫

岩には径数cmの円礫もまれに含まれる．基質は凝灰

質または泥質で，境界面に近ずくほど泥質になると

ともに，泥岩角礫も多く含まれる．この礫岩層は厚

さ30～40cmから1mの凝灰質砂岩層を3枚はさ

む．この部分は層理が明瞭で砂岩層内には葉理が発

達している．このようにこの地点の曙礫岩層は，多

量の円礫を持ち淘汰のよい一般的な曙礫岩層とは岩

質が異なっている．この淘汰の悪い礫岩は上位に向

かうにつれて，次第に礫が少なくなり，凝灰質砂岩

層となる．この凝灰質砂岩層から円礫を持つ一般的

な曙礫岩層に漸移しているのが，この露頭の約20m

南西で見られる．

「手打沢の不整合」の形成場

前述したように，「不整合面」直下の鰍原泥岩層か

ら1000m以深の堆積深度を示す底生有孔虫が産出

する．この露頭の南方で鰍原泥岩層と曙礫岩層には

さまれる遅沢砂岩層および川平泥岩層は1000m前

後の深度で堆積したものと思われる．「不整合面」直

上の曙礫岩層からは有孔虫は産出しなかったが，よ

り上位の礫岩層は深さ数100mの大陸斜面上部の

深度を示している．また，浮遊性有孔虫化石からみ

ても，鰍原泥岩層と曙礫岩層との間には大きな時間

の間隙がない．さらに地域南部では，この間に海進・
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海退現象を示す証拠は認められない（氏家，1976）．

不整合面には風化物が認められず，この面をおおう

礫岩はいわゆる基底礫岩的な岩相ではなく，地層は

この面に対してアバットしている．さらに図2のよ

うに，この露頭より北側では曙礫岩層がアバットし

ながら西八代層群をおおっている．

以上のようなこの露頭およびその周辺の状況から

考えて，「手打沢の不整合」は，鰍原泥岩層が短期間

に1000m以上隆起し，または急激な海退により陸

上で浸食を受け，その後再び急激に数100mの深度

まで沈降し，その陸上浸食面を曙礫岩層がおおうこ

とによって形成された不整合とは考えられない．む

しろ，海底谷のような地形で鰍原泥岩層が削り取ら

れ，その谷壁に曙礫岩層がアバットするようにして

堆積し，不整合を形成したと考えたほうがより自然

といえる．勿論，不整合面の形成期間中に堆積深度

が浅くなっていったかもしれないが，極端な深度の

変化はなかった．すなわち，「手打沢の不整合」は海

底浸食面である可能性が大きい．

7．曙逆断層の断層露頭

曙逆断層（大塚，1955）は前述したとおり静川層群

と櫛形山層群との境界をなす断層である．この断層

の露頭はすでに数地点で報告されている（大塚，

1938，1955：秋山，1957；小山，1984：田村ほか，

1984；など）．これらの報告と一部重複するが，今回

の調査でも図2に示すfl～f5の5地点で断層露頭

が確認できた．特に曙川上流のf2地点では約100m

にわたって断層面がほぼ連続的に露出している（図

5）．これらの地点で得られた断層面の走向・傾斜お

よび断層条線を図6に示す．

これらの露頭での曙逆断層の断層面は厚さ数cm

～20cmの未～半固結した青色ガウジを伴い，下盤

側の曙礫岩層は巾1～3mにわたって青色の破砕帯

となっている．破砕帯の一部は破砕された礫の間を

充填する基質部がガウジ化している．上盤側の櫛形

山層群は巾10m近くにわたってこぶし大以下に破

砕された破砕角礫の集合体よりなる．f4とf5では上

盤側は巾10cm前後にわたって赤褐色に変質して

いる．fl，f2とf5bで断層面上に断層条線が観察でき

る（図6）．スリッケンステップによる移動方向は不

N
d
ユ
ー
1

＼良川
本　　　l

流

0　　　　20m

図5　脚＝上流f5地点の曙逆断層露頭

の概略図．断層の西北仰刑は櫛形山

層群，東南東側は嘲阻片帆

図6　日乱逆断屑の断屑両のステレオネットト半球投影1礼

fl，f2およびf5bについては断屑条線（）．！iHの中心から

それぞれの大円に向かう二英線）も表示．
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明確だが，いずれも垂直成分に加えて水平成分をか

なりもっている．また，flおよびf2と，f5bとでは

移動の方向が全く異なっている．これらの断層条線

の方向が曙逆断層の動きのすべてを表すわけではな

いが，この断層はかなりの水平すべり成分を持って

いた可能性が大きい．

8．古地理の変遷と地質構造の形成

以下ではすでにのべてきた事柄をまとめて，この

地域の古地理の変遷と地質構造の形成に関する議論

を行う．ただし，静川層群堆積期の議論における方

位には，現在の方位を用いることにする．

底生有孔虫からみると鰍原泥岩層から川平泥岩層

および手打沢川より南の曙礫岩層最下部の堆積期，

すなわち所期鮮新世のN．18からN．19とN．21の

境界付近までは，1000m以深から1000m前後の堆

積深度であったと思われる．UJIIE　＆　MURAKI

（1976），氏家（1976）は浮遊性有孔虫比から，この間公

海に画したような環境であったと推定している．な

お，これより以前の西八代層群堆積期もこの付近は

同様な深度であった可能性が高い（KoNDA，1980）．

N．18とN．19との境界付近の鰍原泥岩層堆積中

に東西方向の稽曲運動がなされたものと思われる．

この摺曲運動に伴って夜子沢川付近からそれより北

にかけて，南方に傾く斜面が形成された．そして，

地域南部では堆積がそのまま継続し，北部では斜面

を構成した地層の一部は海底地すべりや崩落をおこ

したり，一部には断層崖が形成されて，下位層が

直接海底に露出していくような状態が想起される．

そのようにして形成された斜面は地質図から推定す

ると15～20度の平均傾斜角度をもっていた．この斜

面にオーバーラップ，一部はアバットするようにし

て，三ッ石凝灰角礫岩層から川平泥岩層までが1000

m前後から数100mの深度の斜面下部に堆積した．

特に部分的に300以上の急斜面となっていた手打沢

付近では一露頭のスケール内でアバット現象が明瞭

に認定できる結果となった．こうして「手打沢の不

整合」が形成された．この斜面角度の見積りが正し

いとするならば，約3km北方の大柳川付近では水

深Om前後となる．「手打沢の不整合」の形成期間中

の遅沢砂岩層堆積期には，近接した場所に浅海域が
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あり，そこから貝化石などが大量に流入するととも

に，異なる生息深度を持つ底生有孔虫が混在するよ

うになったものと思われる．この貝化石はそのほと

んどが黒潮型陸棚浅海に棲むもので，内湾のもので

はないとされている（大塚，1955）．川平泥岩層中の

保存の悪い貝化石も，同様にして浅所から流入した

ものであろう．後期鮮新世のN．21の前期から曙礫

岩層の堆積がはじまI上　N．21の中一後期または

それ以降まで堆積が続く．これによ牛堆積盆は埋

め立てられていくが，少なくとも鍵テフラ層堆積

期頃までは数100m程度の深度を保っていたもの

と思われる．地層の層厚に比して，堆積深度が大き

く変化していないことは，この間地盤の沈降か海進

が引き続いていたものと思われる．そして，わずか

の厚さの地層中で急激に堆積深度が変化していく

A4～A6地点を含む泥岩の堆積中に，急激な海退か

隆起がおこった可能性がある．なお曙礫岩層のすべ

てがN．21の期間内の堆積物とすると，その堆積速

度は南部では150cm／1000年前後に達するきわめ

て早いものとなる．

曙礫岩層には大量の円礫が供給され，炭質物も多

く含まれている．かつ1000m前後から数100mの

深度を持つような場所として，現在の駿河トラフの

ような，礫を大量に供給しうる河川から連続する堆

積盆地を考えると都合がよい．またこの時期にはそ

の大部分は陸化はしていなかったが，西側にはやが

て赤石山地・巨摩山地に，東側には御坂山埠に，南

東側には天守山地に成長していく海底の高まりが

あったものと思われる（松札1984）．これらから曙礫

岩層，さらには遅沢砂岩層を含めて静川層群のかな

りの部分は，近接した位置に浅海域を持つ数100m

以深の深度の海底谷もしくはトラフを充填した堆積

物である可能性が大きい．富士川下流に分布する曙

礫岩層とほぼ同時代のN．19～N．＼21の浜石岳層群

（茨木，1981；駿河湾団体研究グループ，1981）との

関係が改めて注目される．また，中富地域の南側の

波高島一身延地域では，鰍原泥岩層堆積期の後期頃

に大量の粗粒砕屑物（丸滝礫岩層）により充填される

大規模な海底谷（丸滝チャネル）が形成されていた

（松田，1958；徐，1985）．この丸滝チャネルから本

地域の曙礫岩層を堆積させた海底谷への移行の問題

も興味深い．



146 狩野謙一・鈴木勇也・北里　洋

閉じた曙向斜は曙礫岩層堆積後，すなわち鮮新世

最末期以降に形成されている．勿論，曙向斜の萌芽

的な部分は曙礫岩層堆積中から形成されている可能

性がある（松田，1958）．ただし，曙向斜を不整合に

おおう平須層の時代が不明（おそらくは中部更新統）

であるために，向斜構造の形成時期は限定できない．

富士川下流では，ほぼ同時代層の浜石岳層群中の北

にプランジした軸をもつ向斜は，同層群堆積後，中

期更新世の鷺ノ田礫層堆積前におきた少なくとも2

回の運動により形成されている（杉山・下川，1982）．

おそらく曙向斜も鮮新世の最末期から中期更新世に

かけてのある期間に形成されたものと思われる．

曙向斜の形成時期が上述したとうりならば，曙向

斜を大きく切る曙逆断層の形成と巨摩山地の隆起の

大部分は第四紀に入ってからの出来事である．静川

層群の層厚，曙向斜の切断量および現在の櫛形山層

群と静川層群との分布高度差からみて，曙逆断層の

垂直変位量は最低限に見積っても1km以上に達す

る．さらに断層条線からすると，垂直成分と同等か

それ以上の水平すべり成分をもっていた可能性が大

きい．曙逆断層が大きな変位量をもつ水平すべり逆

断層であるならば，周辺の地層に水平回転成分を伴

うひきずりを与えていても不思議ではない．出村ほ

か（19糾）は古地磁気の検討により，この地域周辺の

地層は大きな水平回転成分を伴う運動をしたことを

推定している．

一万，富士川下流地域では，更新世の最初期から

中期更新世の後期頃までの期間に，東西を含む北

東一南西から北西一南東の間を最大水平圧縮応力

（∂Hmax）の方向が変化したことが，断層面の解析

および礫の破断面の解析から推定されている（杉山・

下川，1982）．曙逆断層の断層面上での異なる方向

を示す断層条線はこのような応力場の変化を反映し

たものかもしれない．今後，この地域でレト断層解

析および曙礫岩層の礫にしばしば認められる破断面

の解析が必要となろう．

曙逆断層のみかけの垂直変位量に水平すべり成分

を加味し，さらに富士見山断層崖の存在を考慮す

ると，この断層は第四紀にはいってから“A級活断

層’’に比すべき変位速度を持っているか，あるいは

持っていた期間があったに違いない．この地域から

10～15km北方で，同じ巨摩山地の東縁にあたる市

ノ瀬台地の活断層（図1）（澤，1981）との関係が注目

される．

9．お　わ　り　に

中富地域を含めた富士川流域の新第三紀後期から

第四紀にかけてのテクトニクスは既に松田（1961，

1984）などによりまとめられている．松田のまとめに

は富士川層群の扱いなどでいくつかの問題はあるが，

本論第8章での中富地域の静川層群堆積期の古地理

と地質構造形成に関する議論については，このまと

めとは大きく矛盾はしない．今回の有孔虫化石の

データと地質調査の結果によって，富士川流域の南

部フォッサマグナ地域では最後の海成層である曙礫

岩層が堆積した時期，すなわち曙期（松田，1961，

i984）のイメージがより明椎になったものと思われ

る．これに伴い中富地域周辺の新第三紀最末期から

第四紀にかけての変動がきわめて大きなものである

こともより明確になった．おそらく南北方向の構造

の大半は，糸魚川一静岡構造線や曙逆断層の運動，

さらには赤石山地・巨摩山地の隆起と密接に関連し

て，第四紀に形成されている．今後，北米プレート

とユーラシアプレートとの境界問題（中村，1983；な

ど）ともからめて，この地域周辺のネオテクトニクス

は再検討する必要があろう．
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図版1～3

図版1　有孔虫化石の電子顕微鏡写真（1）

（C：edge view，S：side view，SCale bar＝100FL）

1．LhなぞYinapYt）boscidba ScHWAGER

Loc．Kl（鰍原泥岩層），SpeCimen no．：IESU－F－01

2．，Melonts barleanus（WILLIAMSON）

Loc．K2E（鰍原泥岩層），SpeCimen no．：IESU－F－02

3．Stilostomelhllepiduhl（ScHWAGER）

Loc．K2E（鰍原泥岩層），SpeCimen no．：IESU－F－03

4．g砂ゐグ妨〝∽C頑〝∽（LINNE）

Loc．01（遅沢砂岩層），SpeCimen no．：IESU－F－04
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図版2　有孔虫化石の電子顕微鏡写真（2）　も

（a：ventralview，b：dorsalview，C：edgeview，S：sideview，SCalebar＝200FL）

1．C蕗ねんねssp．

Loc．01（遅沢砂岩層），SpeCimenno．：IESU－F－05

2．qc由∽椚才乃αSp．

Loc．01（遅沢砂岩層），SpeCimen no．：IESU－F－06

3．MelonissphaeγOidesVoLSHINOVA

Loc．01（遅沢砂岩層），SpeCimen no．：IESU－F－07

4．Matrinottiella communis（D’ORBIGNY）

Loc．01（遅沢砂岩層），SpeCimen no．：IESU－F－08
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図版3　有孔虫化石の電子顕微鏡写真（3）

（a：ventralview，b：dorsalview，C：edge view，SCale bar＝200FL）

1．A∽∽0乃毎々gfgg乃Zブg郡毎（IsHIZAKI）

Loc．A5（曙礫岩層），SpeCimen no．：IESU－F－09

2．Nb（哲loboguadrinaがanOi（MAIYA，SAITO＆SATO）

Loc．A3（曙礫岩層），SpeCimen no．：IESU－F－10

3：同上，SpeCimen no．：IESU－F－11
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